
 

 

２年■組 学級活動学習指導案 
 

授業者：●● ●● 
１ 取り上げる人権課題「刑を終えて出所した人」 

 

２ 取り上げた人権課題の背景と現状 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
３ 児童の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 指導改善の手立て 

 

 

 

 

 
５ 事前・本時・事後の指導構想 
    
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート調査等からみた本学級の実態】 

事前のアンケート調査の結果 

より、本学級の児童は、困って 

いる人がいたら進んで手を差し 

伸べ、積極的に助けたいと思っ 

ていることが明らかになった。 

しかし、過去の過ちをいつまでも悪く言い、それを理由に助けないのはおかしいと考えている一方

で、実際に具体的な状況を想起すると、やはり相手に対して、嫌悪感を抱いたり、偏見をもったりし

てしまうと考えていることが明らかになった。これは、「何かされるかもしれない」「一緒にいたら、

みんなにどう思われるだろう」「誰かが、あの人は悪い人だからというから」のように、憶測や偏見

で相手を見たり、世間体を気にしたり、他者の意見に追従してしまったりする心の弱さがあることが

要因であると考えた。 

そこで本題材では、刑を終えて出所した人が大変な思いをしていることを共感的に理解するととも

に、自分も差別をする人たちと同じ見方や考え方をしていたことに気付けるようにしたい。そして、

過去の過ちや周りの人の評価ではなく、その人の努力やよさに目を向けて相手のことを尊重し、適切

に対応し、接していこうとする態度を育んでいきたい。 

〈児童の活動と指導・援助〉            〈児童の意識〉 

刑を終えて出所した人が社会復帰をするためには、強い更生意欲に加え、家族、職場、地域社会の

理解と協力が必要である。しかし、就職や住居に関しての差別や、地域社会からの拒否的な態度など

により、社会復帰が困難な場合がある。こうした差別が起きる要因として、刑を終えて出所した人と

接するときに、世間体を気にしたり、憶測や偏見で考えたり、誰かの考えに追従したりしてしまうこ

とが挙げられる。そこで、更生、本人の意欲を認めしようと努力して生きている彼らに対して、本人

の意欲を認め、「居場所づくり」と「就労支援」を一緒になって行うことが大切である。そこで、過

去に過ちを犯してしまった人への偏見を無くし、誰もが住みよい世の中を創るには、その人の努力や、

よさに目を向け、正しく行動しようとする態度を育んでいくことが大切であると考える。 

・「刑を終えて出所した人」を差別することはいけないと考える一方で、実際にそうした人と接する

のには抵抗があることを事前のアンケートで把握し、児童に問い返すことで、自分たちも偏った見

方・考え方をしていることに気付けるようにする。 

・児童の交流に保護司の方も加わってもらうことで、児童だけでは気付けない考え方に気付いたり、

大切な考え方をおさえてもらったりする。 

〈事前〉短学活 
・保護司の方から、保護司の仕事の内容や犯罪を犯す
とどうなるのかについて講話を聞く。 

・刑を終えて出所した人に対する意識調査を行う。 
・刑を終えて出所した人が、どのような差別にあって
いるのかについて紹介する。 

〈事後〉短学活 
・構成的グループエンカウンターを行い、他者受容の
方法や考え方を体験的に学習する。 

・仲間との関わりの中で、実践策が行えている児童を
学級通信等を活用して価値付ける。 

〈本時〉 学級活動 「みんなが なかよく くらすためには どうすればいいのだろう」 

・仲間の頑張りを見付けたよ。こん
ないいところがあるんだ。 

・刑を終えた人だけでなく、普段か
ら周りにいる人に対しても、決め
つけた見方をしてはいけないな。 

 

〈分析の観点〉 概ね思う 

困っている人がいたら、進んで助けたいと思う。 約 90％ 

昔の失敗をいつまでも、悪く言うのはおかしい。 約 90％ 

逮捕されたことがある人が、近所に住むのは嫌だ。 約 90％ 

 

・保護司さんの仕事が分かったよ。 
・刑を終えても、苦しい思いをして
いるんだ。助けたいけど、もし身
近にいたらちょっと嫌だな。 

・悪いことをして刑を受けるって、
とっても大変なことなんだなぁ。 

 
 



 

 

６ 本時の目標 

  過去の失敗や他者の考えなどで、相手の人となりを判断してしまうという偏った見方をしているこ
とに気付き、誰もが暮らしやすい居場所をつくり、みんなが安心して生活を送るためには、現在のそ

の人の頑張りを正しく見て、接していこうとする態度を育むことができる。 （思考・判断・実践） 

７ 本時の展開 

過程 主な学習活動 見届ける視点(◇)と指導・援助 
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１ ＜第１資料＞「刑を終えて出所した人」が、社会復帰をし

ようとしても、うまくいかずに困った事例について知る。 

 
 

 ・これからやり直そうと思っていたのに… 

 ・確かに自分が悪いことをしたけど、反省したのに…。 

 ・がんばりたいのに、どうして誰も分かってくれないの…。 

 

 

２ どうして、家族や職場は刑を終えて出所した人を受け入れ

ることができなかったのかについて保護司の方と一緒に

グループで考える。 

  

  

 

 

 

 

 

  

これからがんばろうとしている人を 

かたよった見方・考え方で見てしまい うけ入れられない。 
 

【確かにする場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【学習成立を見届ける場】 

◇「刑を終えて出所した人」が社会

復帰をするために、困難を抱えて

いることをつかんでいるか。 

（表情・つぶやき・発言内容） 

・紙芝居を用いることで、ストーリ

ーや挿絵から、困難さを具体的に

理解できるようにする。 

・「この人は、刑を終えてどんな気

持ちなんだろう。」と問い返し、

自分の罪を反省し、更生して頑張

りたいと思う気持ちに共感でき

るようにする。 
 
◇家族や職場が、刑を終えて出所し

た人を受け入れない理由を考え

ているか。（発言内容） 

・「もし、信じていた家族や友達が

裏切ったらどう思う。」と問いか

け、「刑を終えて出所した人」だ

けでなく、家族や職場の人にも共

感できるようにする。 

・保護司の方から、助言をもらいな

がら、同じ「受け入れられない」

という事実でも、様々な偏った見

方・考え方があることに目を向け

ることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
  

 

【評価規準】 

 

 

 
 

 

 生活が苦しくてつい盗みをしてしまった。しかし、悪いこ
とをしてしまったことを反省して、これから頑張ろうと思っ
ていても、周りの人たちが助けてくれない。家族からも、「帰
ってこないでくれ。」と言われ、住む家もない。家がないと仕
事もできないし、仕事ができないとお金も稼げず、生活して
いけない。このままだと生きていけない。どうしよう…。 

【人権教育の観点】 
「罪を犯した人」ではなく、「更

生して社会復帰を目指している
人」と見て、そのための居場所づ
くりのために、相手のよさや努力
を見付け、主体的に行動しようと
する態度を育む。（行動力） 

 
＜そのための手立て＞ 
・３の活動で、事前アンケートか
ら、自分にも偏った見方・考え
方があることを見つめ直す。 

・保護司の方から話を聞くことで、
偏った見方・考え方をせずに周
りの人と接するためには、どう
すればよいのか、考えることが
できるようにする。 

◇偏見をもって接してはいけない
ことに気付き、仲間のがんばりを
見付け、誰もが暮らしやすい居場
所をつくるための実践策をもっ
ている。 （発言内容・記述内容） 

 

３ 事前のアンケートから、自分たちも「盗みをしたことが
ある人と一緒に暮らすのは嫌だ。」と思っていることに
気付き、自分の偏った見方・考え方で交流する。 

・僕も、家族に捕まったことがある人がいたら、友達に何か
言われそうで嫌だなって思ってしまう。（世間体） 

・私も、物を盗んだことがある人は、また同じことをするん
じゃないか心配になって、疑っちゃうと思う。（憶測・偏見） 

・僕も、周りの人に「あの人と話すのはやめといたほうがい
いよ。」って言われたら、そうしてしまうと思う。（追従） 

 

T：「確かに、みんなにもそうした心はあるよね。だからこそ、

どんなことを大切にしなくてはいけないんだろう。」 

保護司：「『悪いことをした人』ではなく、『反省してこれか

ら頑張ろうとしている人』って見ることが大切。」 

 「あの人は、ああいう人だ。」と きめつけずに、 
その人の今のすがたを きちんと見る。 

４ まずは、身近な仲間に対して、どんなことを大切にして
接していきたいか、実践策を考える。 

 ・係活動で、よく忘れて遊びに行ってしまう仲間でも、「ど
うせ来ないから」ではなく、頑張って一緒に仕事をしたと
きに、「一緒に頑張れたね。」と話したいです。 

これからがんばろうとしている人が がんばれる世の中にするには 

＜仕事先＞ 
・別に、うちの店で働かなく
ても、いいのに。（自己中心性） 

・きっと、他の誰かが助けて
くれるよ。（傍観・黙認） 

・お金や商品を盗られるかも
しれない。（憶測・偏見） 

＜家族＞ 
・自分が悪いことをしたんだ
から、仕方ない。（自己中心性） 

・周りの家から何か言われそ
う。（世間体） 

・自分はよくても、他の家族
に反対されるから。（追従） 

 



 

 

解 説 

１．人権課題「刑を終えて出所した人の人権」を取り上げるにあたって 

 刑を終えて出所した人が，地域社会の一員として円滑な社会生活を営むためには，本人の強い更生意

欲と，家族・職場・地域社会などの周囲の人々の理解と協力が必要です。しかし，刑を終えて出所した

人に対して，就職や入居に関しての差別や悪意のある噂，地域社会からの拒否的な感情など，根強い偏

見や差別があります。 

 誰もが住みよい世の中を作っていくために，このような差別・偏見をなくし，正しく行動できる態度

を育んでいくことが大切となります。 

 

２．本実践の指導上のポイント 

本実践を行うにあたって，「過去の過ちをいつまでも悪く言い，それを理由に助けないのはおかしい」

と思う一方で，相手に対して嫌悪感を抱いたり，「一緒にいたら，まわりの人から変に思われてしまう

のでは」というような意識をもったりしていることに気付くことが大切です。本実践では，どうして出

所した人を受け入れることができないのかについてグループで考えています。「出所した人」は，子ど

もたちにとって身近な存在ではないことが多く，子どもたちだけでは気付かないことがあるので，実際

に関わったことのある「保護司の方」にも加わってもらい，助言をしてもらうという支援の工夫をして

います。 

 【確かにする場】において保護司の方から話（「悪いことをした人」ではなく，「反省してこれからが

んばる人」と考えることが大切）を聞き，偏見をもって接してはいけないと気付き，相手のよさや努力

を見つけ，主体的に行動することで自己啓発力を育てようとしています。 

 【学習成立を見届ける場】では，身近な仲間に対してどんな接し方をしていきたいか実践策を考え，

自己啓発力をより確かなものにするようにしています。 

 

 

 


